
【学力と体力の状況調査については 16 ページに全国・大阪市平均を掲載。ご参照ください。】

標準服有り

本校は、創立104年を迎えた歴史と伝統のある小学校です。
「子どもたちの笑顔のために、新たな教育の創造を！」を教育目標に、これからの時代に必要とされる新しい教育活動に積極的に取り組んでいます。中でも、
子どもの主体性を大切にした「算数の授業づくり」や「タブレットを使った様々なICT教育」などには、特に力を入れて教育活動を行っています。
子どもたちが笑顔で、「自ら学びに向かう力」を育てることを、何よりも大切にした淀川教育を行っており、全校生で行う様々な行事を通して、「異学年の縦の

つながり」も大切にしています。
また、運動場がとても広く、プールも新調されたプールです。校舎も広く、中学校並みの広い体育館も含めて校内はとても綺麗に整備されており、子どもたち

は伸び伸びと学校生活を楽しんでいます。
さらに、毛馬の町は「地域で子どもたちを育て、見守る」という気風が脈 と々受け継がれています。
地域や保護者の方が中心となって、子どもたちを笑顔にするための様々な行事も行ってくださっています。「よどがわ子ども見守り隊」の皆様には、子どもたち

の通学の安全をしっかり見守っていただいており、安心して通学することができます。

５月24日（土）土曜授業・引き渡し訓練・オンライン授業
６月20日（金）淀っ子パラダイス
９月９日（火）学習参観・懇談会・学校公開日
10月19日（日）運動会
11月21日（金）学習参観

○結果の概要
国語科・算数科ともに全国・大阪市平均を下回る結果となった。大阪市

平均と比べると、国語科で－５ポイント、算数科で－６ポイントとなっている。
平均無回答率は、国語科、算数科ともに対全国差を上回っている。今年度
からは、研究教科を算数科とし、基礎基本のさらなる定着に向けて取り組
みをすすめている。今後も、児童が主体的に学習に取り組めることができる
よう、教職員間において研修を重ね、授業改善を行っていく。

取組の成果と課題、アクションプラン
　昨年度の全国学力・学習状況調査と比較すると本年度は全体的に低下傾
向となっている。しかしながら、無回答の児童の割合はこれまでと比べて減
少していることがわかる。これは、児童が、これまで以上に粘り強く問題に取
り組む姿勢が育ちつつあることが伺える。今後も本校児童の基礎学力の定
着とその活用力育成に努めなければならない。
〇国語科、算数科において理解度に課題がある領域を分析によって明らか
にし、研究部（学力向上推進委員会）を中心に、授業の進め方や指導方法
等について共通理解を図り、授業改善を行っていく。

〇ICT機器の活用や充実を図り学習環境の整備に努める。また授業用パソ

令和６年度「全国学力・学習状況調査」結果
○平均正答率（％）

○結果の概要
　体力の合計点では、男子は、48.83と、全国や大阪市を下回った。女子は、
54.22と全国や大阪市を上回った。男女ともに、50ｍ走・ソフトボール投げ
が全国や大阪市の結果よりも上回り、さらに女子では、上体起こし、反復
横とび、立ち幅とびの調査で全国や大阪市を上回る結果となった。

【成果と課題】
〇「なわとび集会」「なわとびチャレンジ」「かけ足集会」等、運動の楽しさ
を味わえるような体育的行事の充実を図ってきた。その結果、多くの児
童が目標に向かって意欲的に取り組み、体育的行事にも積極的に参加す
ることができた。

〇「淀川ボールパーク」を設立し、運動場にサッカーゴールやバスケットゴー
ルを設置したことで、休憩時間にサッカーやバスケットボール・ドッジボー
ルがいつでもできるようになり、休憩時間に運動場で外遊びを楽しむ児
童が増えた。

●握力・長座体前屈・20ｍシャトルランについて、は男女ともに大阪市平
均を下回っていることから、筋力や柔軟性、持久力を高めていく必要が
ある。

【アクションプラン】
〇学校全体で姿勢体操や体幹を高めるトレーニングの取り組みを進めてお
り、基本的な生活習慣についても全校で取り組む強調週間や家庭との連
携を行ってきた。今後も継続して取り組みを進めていき、ホームページや
学校だよりで発信していく。

〇体育の授業だけでなく、児童が遊びながら運動に親しみ、体力向上でき
るような取組や運動環境づくりをさらに進めていく。

令和６年度「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」結果
○種目別平均値
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※「大阪市立淀川小学校」で検索してください。

06－6921－0001 06－6925－3955

http://swa.city-osaka.ed.jp/swas/index.php?id=e521033

校長　村上　力磨

学力の状況と学力向上に向けた取組

体力の状況と体力向上に向けた取組

国語 算数

61 56

学校教育目標「子どもたちの笑顔のために　新たな教育の創造を！」

【安全・安心な教育の推進】
〇小学校学力経年調査における「いじめは、どんな理由があってもいけな
いことだと思いますか」に対して最も肯定的な「そう思う」と回答する児
童の割合を90％以上にする。

〇小学校学力経年調査における「学校のきまりを守っていますか」に対
して、肯定的に回答をする児童の割合を90％以上にする。

〇小学校学力経年調査における「自分にはよいところがあると思いますか」
の項目について、肯定的に回答する児童の割合を90％以上にする。

【未来を切り拓く学力・体力の向上】
〇小学校学力経年調査における、算数の平均正答率の対全国比を、同一集
団において経年的に比較し、いずれの学年も前年度より２ポイント向上さ
せる。

〇小学校学力経年調査における、「毎日、同じくらいの時刻に寝て、同じく
らいの時間におきていますか」に対して肯定的に回答する児童の割合を
82％以上にする。

【学びを支える教育環境の充実】
〇授業日において、児童の８割以上が学習者用端末を活用した日数が、年
間授業日の70％以上にする。（ただし、事務局が定める学校行事等ICT活
用が適さない日数を除く）

〇定時退勤日を月に３回（６、９、１０、２月については４回）設定・実施する。

コンや一人一台のタブレット端末を効果的に活用し、児童の興味関心を引
き出したり、視覚的にわかりやすい授業展開を工夫したりしていく。

〇研究授業や討議会、また校内外の研修等を活性化させ授業力や指導力を
高めて、教員の資質の向上に取り組んでいく。

〇児童が主体的で計画的に自主学習に取り組めるように自主学習ノート等を
中心とした一人学びの環境を改善していく。またそのためには、家庭との
連携が不可欠であり、基本的な生活習慣の確立も含めた共通理解を図っ
ていく。

※状況により日程変更や中止する場合が
　あります休日行事等の内容

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

Teams              

ICT  AI  
AI  

23 24

淀
川
小
学
校



【学力と体力の状況調査については 16 ページに全国・大阪市平均を掲載。ご参照ください。】

標準服有り

本校は、創立104年を迎えた歴史と伝統のある小学校です。
「子どもたちの笑顔のために、新たな教育の創造を！」を教育目標に、これからの時代に必要とされる新しい教育活動に積極的に取り組んでいます。中でも、
子どもの主体性を大切にした「算数の授業づくり」や「タブレットを使った様々なICT教育」などには、特に力を入れて教育活動を行っています。
子どもたちが笑顔で、「自ら学びに向かう力」を育てることを、何よりも大切にした淀川教育を行っており、全校生で行う様々な行事を通して、「異学年の縦の

つながり」も大切にしています。
また、運動場がとても広く、プールも新調されたプールです。校舎も広く、中学校並みの広い体育館も含めて校内はとても綺麗に整備されており、子どもたち

は伸び伸びと学校生活を楽しんでいます。
さらに、毛馬の町は「地域で子どもたちを育て、見守る」という気風が脈 と々受け継がれています。
地域や保護者の方が中心となって、子どもたちを笑顔にするための様々な行事も行ってくださっています。「よどがわ子ども見守り隊」の皆様には、子どもたち

の通学の安全をしっかり見守っていただいており、安心して通学することができます。

５月24日（土）土曜授業・引き渡し訓練・オンライン授業
６月20日（金）淀っ子パラダイス
９月９日（火）学習参観・懇談会・学校公開日
10月19日（日）運動会
11月21日（金）学習参観

○結果の概要
国語科・算数科ともに全国・大阪市平均を下回る結果となった。大阪市

平均と比べると、国語科で－５ポイント、算数科で－６ポイントとなっている。
平均無回答率は、国語科、算数科ともに対全国差を上回っている。今年度
からは、研究教科を算数科とし、基礎基本のさらなる定着に向けて取り組
みをすすめている。今後も、児童が主体的に学習に取り組めることができる
よう、教職員間において研修を重ね、授業改善を行っていく。

取組の成果と課題、アクションプラン
　昨年度の全国学力・学習状況調査と比較すると本年度は全体的に低下傾
向となっている。しかしながら、無回答の児童の割合はこれまでと比べて減
少していることがわかる。これは、児童が、これまで以上に粘り強く問題に取
り組む姿勢が育ちつつあることが伺える。今後も本校児童の基礎学力の定
着とその活用力育成に努めなければならない。
〇国語科、算数科において理解度に課題がある領域を分析によって明らか
にし、研究部（学力向上推進委員会）を中心に、授業の進め方や指導方法
等について共通理解を図り、授業改善を行っていく。

〇ICT機器の活用や充実を図り学習環境の整備に努める。また授業用パソ

令和６年度「全国学力・学習状況調査」結果
○平均正答率（％）

○結果の概要
　体力の合計点では、男子は、48.83と、全国や大阪市を下回った。女子は、
54.22と全国や大阪市を上回った。男女ともに、50ｍ走・ソフトボール投げ
が全国や大阪市の結果よりも上回り、さらに女子では、上体起こし、反復
横とび、立ち幅とびの調査で全国や大阪市を上回る結果となった。

【成果と課題】
〇「なわとび集会」「なわとびチャレンジ」「かけ足集会」等、運動の楽しさ
を味わえるような体育的行事の充実を図ってきた。その結果、多くの児
童が目標に向かって意欲的に取り組み、体育的行事にも積極的に参加す
ることができた。

〇「淀川ボールパーク」を設立し、運動場にサッカーゴールやバスケットゴー
ルを設置したことで、休憩時間にサッカーやバスケットボール・ドッジボー
ルがいつでもできるようになり、休憩時間に運動場で外遊びを楽しむ児
童が増えた。

●握力・長座体前屈・20ｍシャトルランについて、は男女ともに大阪市平
均を下回っていることから、筋力や柔軟性、持久力を高めていく必要が
ある。

【アクションプラン】
〇学校全体で姿勢体操や体幹を高めるトレーニングの取り組みを進めてお
り、基本的な生活習慣についても全校で取り組む強調週間や家庭との連
携を行ってきた。今後も継続して取り組みを進めていき、ホームページや
学校だよりで発信していく。

〇体育の授業だけでなく、児童が遊びながら運動に親しみ、体力向上でき
るような取組や運動環境づくりをさらに進めていく。

令和６年度「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」結果
○種目別平均値

14.54
13.79

18.96
19.61

31.75
34.79

38.46
38.84

33.13
31.89

9.45
9.49

143.46
148.06

22.00
15.26

48.83
54.22

握力 50m走上　体
起こし

長　座
体前屈

反　復
横とび

20m
シャトルラン

立　ち
幅とび

ソフトボール
投　げ

体　力
合計点

男子
女子

村上　力磨

※「大阪市立淀川小学校」で検索してください。

06－6921－0001 06－6925－3955

http://swa.city-osaka.ed.jp/swas/index.php?id=e521033

校長　村上　力磨

学力の状況と学力向上に向けた取組

体力の状況と体力向上に向けた取組

国語 算数

61 56

学校教育目標「子どもたちの笑顔のために　新たな教育の創造を！」

【安全・安心な教育の推進】
〇小学校学力経年調査における「いじめは、どんな理由があってもいけな
いことだと思いますか」に対して最も肯定的な「そう思う」と回答する児
童の割合を90％以上にする。

〇小学校学力経年調査における「学校のきまりを守っていますか」に対
して、肯定的に回答をする児童の割合を90％以上にする。

〇小学校学力経年調査における「自分にはよいところがあると思いますか」
の項目について、肯定的に回答する児童の割合を90％以上にする。

【未来を切り拓く学力・体力の向上】
〇小学校学力経年調査における、算数の平均正答率の対全国比を、同一集
団において経年的に比較し、いずれの学年も前年度より２ポイント向上さ
せる。

〇小学校学力経年調査における、「毎日、同じくらいの時刻に寝て、同じく
らいの時間におきていますか」に対して肯定的に回答する児童の割合を
82％以上にする。

【学びを支える教育環境の充実】
〇授業日において、児童の８割以上が学習者用端末を活用した日数が、年
間授業日の70％以上にする。（ただし、事務局が定める学校行事等ICT活
用が適さない日数を除く）

〇定時退勤日を月に３回（６、９、１０、２月については４回）設定・実施する。

コンや一人一台のタブレット端末を効果的に活用し、児童の興味関心を引
き出したり、視覚的にわかりやすい授業展開を工夫したりしていく。

〇研究授業や討議会、また校内外の研修等を活性化させ授業力や指導力を
高めて、教員の資質の向上に取り組んでいく。

〇児童が主体的で計画的に自主学習に取り組めるように自主学習ノート等を
中心とした一人学びの環境を改善していく。またそのためには、家庭との
連携が不可欠であり、基本的な生活習慣の確立も含めた共通理解を図っ
ていく。

※状況により日程変更や中止する場合が
　あります休日行事等の内容

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

Teams              

ICT  AI  
AI  

23 24

淀
川
小
学
校


